
第３０２回　生存圏シンポジウム

文化財建造物やその町並みの保存等技術と
活用による地域活性化の可能性

　文化財建造物を継続的に行うことは、その地域の観光産業などに大きく貢献するため、
総じて経済的である。本研究集会では、文化財建造物の保全に関する最新の動向・事例
などを講演頂き、文化財保存に関する議論を行う。

○シンポジウム
　・日時：2015.12.19（土）
　　　　　13:30-17:30
　・場所：生存圏研究所　木質ホール 3F（京都大学宇治キャンパス内）
　・講演者：宮城俊作氏（奈良女子大学・教授／宗教法人・平等院）
　　　　　　西川英佑氏（文化庁文化財部参事官付（建造物担当）震災対策部門）
　　　　　　藤井義久氏（京都大学・教授）
　　　　　　津和佑子氏（公益財団法人　文化財建造物保存技術協会）
　・参加費：無料

○見学会
　平等院鳳凰堂および中村藤吉本店の見学会を実施します。
　※中村藤吉本店の見学の後に、店内にて昼食をとり、その後宇治キャンパスまで JRにて移動します。

　・集合場所：平等院正門前
　・集合時間：2015.12.19（土）10 時
　・参加費：平等院鳳凰堂の拝観料（900 円）および昼食代
　・定員：20名

○討論会
　　シンポジウム終了後に木質ホール 3Fにて討論会を開催します。
　　ご都合の付く方は、こちらも併せてご参加下さい。
　・参加費：3,000 円

申込先　：奈良女子大学　瀧野敦夫
　　　　　E-mail：takino@cc.nara-wu.ac.jp
　　　　　Tel：0742-20-3471
※申し込み時に、上記 3つのいずれに参加希望かを明記してください。
問合先　：申込先に同じ
申込期日：2015.12.10（木）

※見学会については、定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。


